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　はじめに

フエダイ科ヒメダイ属は背鰭条数が 10棘 11軟

条であること，臀鰭条数が 3棘 8軟条であること，

背鰭・臀鰭最後軟条が伸長すること，主上顎骨に

鱗がないこと，背鰭に欠刻がないこと，胸鰭が長

いこと，鋤骨および両顎に歯帯があること，側頭

部の鱗域が，頬部・背鰭前方部・鰓蓋の鱗域と連

続しないことなどの特徴をもつ (Allen, 1985；

Akazaki and Iwatsuki, 1987)．本属には，日本から

ハナフエダイ P. argyrogrammicus (Valenciennes, 

1832)，キマダラヒメダイ P. auricilla (Jordan, Evermann 

and Tanaka, 1927)， オ オ ヒ メ P. filamentosus 

(Valenciennes, 1830)，キンメヒメダイ P. flavipinnis 

Shinohara, 1963，ナガサキフエダイ P. multidens 

(Day, 1871)，ヒメダイ P. sieboldii (Bleeker, 1854)，

バラヒメダイ P. typus Bleeker, 1852，およびシマ

チビキ P. zonatus (Valenciennes, 1830)の 8種が知

られている（島田，2013）．

シマチビキはこれまで国内において，小笠原

諸島，北硫黄島，土佐湾，沖縄諸島以南の琉球列

島，南大東島に生息するとされてきた（島田，

2013）．2015年 2月 17日に奄美大島沖で 1個体

のシマチビキが採集された．本標本は鹿児島県な

らびに奄美群島における本種の標本に基づく初め

ての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測部位は Shinohara (1963)に，方法は

Hubbs and Lagler (1958)にしたがった．標準体長

は体長と表記し，デジタルノギスを用いて 0.1 

mmまでおこなった．シマチビキの生鮮時の体色

の記載は，固定前に撮影された奄美大島産の 1標

本（KAUM–I. 69723）のカラー写真に基づく．標

本の作製，登録，撮影，固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学

総合研究博物館に保管されており，上記の生鮮時

の写真は同館のデータベースに登録されている．

本報告中で用いられている研究機関略号は以下の

通り．KAUM－鹿児島大学総合研究博物館；

MUDF（現在はMUFS）－宮崎大学農学部水産増

殖学科．

　結果と考察

Pristipomoides zonatus (Valenciennes, 1830)

シマチビキ　（Fig. 1)

標本　KAUM–I. 669723，体長 349.5 mm，尾叉

長 384.5 mm，鹿児島県奄美大島沖（28°28′N, 

129°28′E；奄美市名瀬漁業協同組合にて購入），

2015年 2月 17日，釣り，前川隆則．

記載　背鰭棘数 10；背鰭軟条数 11；臀鰭棘条

数 3；臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 16；左体側の有

孔側線鱗数 64；右体側の有孔側線鱗数 63；背鰭

起部下における側線上方鱗数 7；側線下方鱗数

18；背鰭前方鱗数 14；側頭部鱗数：6；尾柄鱗数

28；上枝鰓耙数 4（3が痕跡的）；下枝鰓耙数 14（3

が痕跡的）．
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体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 37.1；頭長 34.7；吻長 12.9；上顎長 14.7；両

眼間隔 9.3；眼径 7.4；尾柄高 11.6；胸鰭長 32.7；

腹鰭長 23.6；眼窩前縁から眼窩骨前縁までの長さ

8.5；背鰭最後軟条長 14.4；臀鰭第 3棘長 9.7；背

鰭最後軟条長 16.3．

体はやや長い楕円形でよく側扁し，体高は背

鰭起部で最大．眼隔域はやや膨出し，眼前部はか

なり膨出している．頭部背縁はゆるく丸くなって

いる．両鼻孔は大いに接近する．前鼻孔は皮弁を

有し，後鼻孔は丸く開孔する．口裂は大きく，上

顎後端は目の前縁直下を越える．両顎・鋤骨およ

び口蓋骨に歯があるが，舌骨上にはない．両顎と

もに，外側の 1列の歯は犬歯状で大きく，上顎の

前方には 1対のやや大きな歯がある．内側の歯は

絨毛状で，上顎では歯帯が後方に向かって細長く

延びるが，下顎では前部の内側のみに歯帯を有す

る．鰓耙は細長く，第 1鰓弓上枝上の前方 3本お

よび下枝上の前方 3本は痕跡的．鰓蓋後縁は胸鰭

起部より後方で，背鰭起部直下および腹鰭起部直

上に位置する．前鰓蓋骨の後縁は微細な鋸歯状で，

鰓蓋上縁は目の上縁に達する．側線は鰓蓋上方か

ら始まり，背縁と並行にゆるやかに湾曲したのち，

背鰭第 9棘起部直下から尾柄にかけて直走する．

胸鰭軟条は第 5軟条が最長．胸鰭後端は背鰭

第 3軟条起部直下および総排泄孔直上に達する

が，臀鰭起部には達しない．たたんだ腹鰭の後端

は背鰭第 2軟条起部直下に達するが，総排泄孔に

は達しない．背鰭軟条は最後軟条が伸長して最長．

背鰭に欠刻がない．背鰭基部後端は臀鰭基部後端

の直上に位置する．臀鰭起部は背鰭第 3軟条起部

直下に位置し，最後軟条は伸長する．側線より上

方・下方の鱗列は側線とほぼ平行に走る．側頭部

に鱗をもち，その鱗域は頬部・背鰭前方部・鰓蓋

の鱗域と連続しない．主上顎骨に鱗がない．

色彩　生鮮時の色彩―頭部と体側は緋色．体

側には背部から体側中央やや下まで延びる黄色の

横帯が 5本斜めに走り，体色の緋色と縞模様を形

成する．黄色横帯のうち 1，4，5本目は，背部お

よび尾柄部で左右体側のものが連続するが，2，3

本目は側線上方の最上鱗列部で途切れるため，背

鰭の黄色域と連続しない（4本目のみ背鰭の黄色

域と連続する）．各黄色横帯の幅はほぼ均一で，

横帯同士の間隔は体側後部にいくにしたがい幅が

Fig. 1. Fresh specimen of Pristipomoides zonatus. KAUM–I. 69723, 349.5 mm standard length, off Amami-oshima island, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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狭くなる．体側の緋色は腹側ほど淡くなる．上顎

全体と下顎前部はオレンジ色．背鰭は黄色で，軟

条部の軟条および鰭膜は先端から背鰭基底部の

1/2–1/4の位置までが半透明の緋色を呈するが，

最後軟条は黄色．臀鰭は一様に薄緋色で，基底部

がやや白い．胸鰭の鰭膜は半透明な緋色で，鰭条

は半透明な黄色．胸鰭基部直上の無鱗域は黄色と

オレンジ色．腹鰭は一様に淡い緋色．尾鰭は上葉

下葉ともに黄色で上下縁は緋色．上葉の後端から

後縁の中央やや上方までは白色．後縁の中央部は

淡い緋色．5本目の黄色横帯と尾鰭上葉の黄色域

は連続するが，下葉の黄色域とは緋色で隔てられ

る．

分布　インド・太平洋に広く分布し，太平洋

ではニューギニア南岸，オーストラリア西岸と北

岸，およびツアモツ諸島以東を除く海域と日本，

台湾，ハワイ，ガラパゴス諸島に分布する（篠原，

1966；Allen, 1985；島田，2013）．日本国内では，

小笠原諸島，北硫黄島，土佐湾，沖縄諸島以南の

琉球列島，南大東島（篠原，1966；島田，2013）

および鹿児島県奄美大島（本研究）から記録され

ている．

備考　奄美大島の標本は，背鰭棘条数が 10棘

11軟条であること，臀鰭棘条数が 3棘 8軟条で

あること，背鰭・臀鰭最後軟条が伸長すること，

主上顎骨に鱗がないこと，背鰭に欠刻がないこと，

鋤骨および両顎に歯帯があること，側頭部の鱗域

が頬部・背鰭前方部・鰓蓋の鱗域と連続しないこ

となどから，Allen (1985)や Akazaki and Iwatsuki 

(1987)によって定義された Pristipomoides属と同

定された．また，体側上半部に 5本の黄色横帯が

斜めに走っていること，体長は体高の約 2.7倍で

あること，胸鰭後端が総排泄孔直上に達すること

などが，篠原（1966）および Allen (1985)，島田

（2013）が報告した P. zonatusの標徴とよく一致し

た．

Pristipomoides zonatusを日本から初めて報告し

たのは富山ほか（1958）であると考えられ，和名

シマチビキが用いられている．彼らの報告は，標

本には基づいておらず，新称とも記されていない

ものの，本種であると明確に判断できる絵が図示

され，その分布を高知と小笠原とした．琉球列島

のフエダイ科魚類を整理した篠原（1960）は，富

山ほか（1958）の絵を転写するとともに，本種の

形態的特徴を記載している．その後，篠原（1966）

は琉球列島産のフエダイ科魚類について分類学的

な整理を行い，沖縄島糸満市で水揚げされた本種

の写真とともに，2標本（体長 290–310 mm）に

基づくより詳細な形態に関する特徴を記載した．

益田ほか（1975）と吉野（1984）は，本種のカラー

写真を図示し，その分布を伊豆諸島以南または南

日本とそれぞれしているが，写真の基となった標

本は同一で沖縄島産である（吉野哲夫氏，私信）．

その後，Akazaki and Iwatsuki (1987)は，沖縄島産

の 1個体（MUDF 1845，276.0 mm）を報告した．

また，倉田ほか（1971）や Randall et al. (1997)は，

小笠原諸島から本種を報告しているが，標本に基

づくものか不明である．島田（2013）は南大東島

を本種の分布域としているが，これは南大東村誌

編集委員会（1990）で本種が漁業者への聞き込み

調査により報告されたものに基づく．したがって，

本報告の調査標本は，鹿児島県ならびに薩南諸島

からの本種の標本に基づく初めての記録となる．
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